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1．はじめに

大規模な津波浸水被害をもたらした東北地方太平洋沖地震では，海岸線と平行する道路

盛土や堀が津波遡上エネルギーを減勢する効果があったと考えられる．沿岸部農業地域の

減災対策の一つとして，排水路を活用した津波の減勢手法が研究されてきている1)．しか

し排水路規模による効果発現の程度は明らかとなっていない．本研究ではサイズが異なる

排水路を設置した断面二次元模型による水理実験を行い，排水路の減勢効果を検証した．

2．実験の概要

 本実験では，幅 2m×長さ 3m×全長 67.5m の

コンクリート製水槽を用いた．水槽は，上流側

20m に設置したスルースゲートにより貯水槽と

実験エリアに区切られており，ゲートを一気に開

放することで津波を発生できる．発生した波は，

周期の長い津波とは特性が異なるが，海岸堤防に到達して安定した越流状態が形成される

現象は再現できた．図-1 に水理模型の概要を示す．模型は，沿岸部農業地域を模しており，

後背地には排水路を設置した．海岸堤防は，東北地方太平洋沖地震の農地海岸堤防の復旧

断面を参考に法勾配を 1:2，堤高 8m(実物換算値)とする緩傾斜提とした．縮尺はフルード

相似則に基づく 1/20 である．

実験では図-1に示すP1～P5 に容量式波高計を，後背地の8か所に底面設置型電磁流速

計を設置して水位及び流速を計測した．津波水位は，P1における第1波最大水位を表–1に

示す5段階の目標値に設定した．津波が前浜付近で砕波して堤防後法を射流で越流するよ

う，前浜水位を2mとした上で貯水槽水位を調整した．なお，水位は前浜を基準としてい

る．排水路は表-2に示す5ケースとし，位置は海岸堤防を越流した流れが安定する堤防後

法尻から40m地点に海側端を合わせた．各ケースで各波高に対して5～6回の津波を発生さ

せ，減勢効果を排水路より内陸側の流速の減少状況で評価した．

3．実験結果

 発生波の平均値は表-1 に示すとおり，目標値をほぼ再現できた．

P1 ではゲート開放による波が 35s 程度継続し，そのあと堤防前法

での反射波が合わさり，海域の水位は高く保たれた．津波は堤防を

70s 程度継続して越流した．

 図-2 は浸水第 1 波の最大流速分布である．堤防を越流した津波

は排水路直前の 38m 地点で安定した流れとなり，後背地を流下す
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波高 I II III IV V 
目標値 9.0 8.5 8.0 7.5 7.0 

実験値平均 9.11 8.65 8.00 7.45 7.09

ケース
排水路

幅 深さ

Case1 なし

Case2 9.2m 5.0m
Case3 9.2m 2.5m
Case4 4.6m 5.0m
Case5 4.6m 2.5m

表-2 排水路サイズ 
Size of Drainage Channel 

表-1 第 1 波最大水位(単位:m) 
First Wave Water Level 
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る．津波水位が高い波高 I では，いずれのケ

ースも排水路直前の流速が堤防法尻からの

距離 L=61.2m 以遠でもほぼ維持されており，

排水路による減勢の効果は見られない．減勢

の効果は，水路幅の広い Case2 と 3 で波高 III

から現れ，津波水位が低いほど大きくなる．

波高 V では排水路が深い場合に減勢の効果

が大きくなった．排水路幅の狭い Case4 と 5

では，いずれの波高においても第 1 波の減勢

は顕著に現れなかった．なお，Case1 で L=38m

以遠の流速が減少しているのは，模型の性質

上，後背地の湛水を完全に排除できなかった

ことなどが考えられる . 

 浸水が継続した場合を検証するため，第 2

波の最大流速を示したのが図-3 である．排水

路が無い Case1 と比較して Case2 と 3 では，

すべての波高で流速の減少が見られ，Case4

と 5 では，津波水位が波高 III より低い場合

に流速の減少が見られた．第 2 波では排水路

深さによる明らかな差違は見られなかった．

4．まとめ

 排水路による浸水の減勢は，津波水位が低

い場合，第 1 波は，幅が広く，深い排水路で

効果が大きく，幅が狭い排水路では，継続す

る浸水に対して減勢効果があることが分か

った．今後は，排水路の減勢特性について，

数値解析により明らかにしていきたい．
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図-3 第 2 波最大流速 (61.2m 地点 ) 
Max Velocity of Secondary Wave

(c) 波高 V 

図-2 第 1 波最大流速 
Max Velocity of First Wave

図-1 実験模型 Experimental Model 

(b) 波高 III 

(a) 波高 I  
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